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業種別木質バイオマスエネルギー利用事業所数の推移
地方別 平成27年（2015年）～平成29年（2017年）

21. 利用事業所に関する項目 （一社）日本木質バイオマスエネルギー協会

北海道 東北 関東甲信 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州 沖縄

平成27年（2015） 149  281  159  82  116  99  137  121  171  1 

平成28年（2016） 149  276  160  84  122  98  141  132  180  1 

平成29年（2017） 162 288 174 87 126 101 143 130 186 1

前年比（％） 9% 4% 9% 4% 3% 3% 1% ▲2% 3% 0%

• 2017年は、四国、沖縄以外の全ての地域で木質バイオマスエネルギー利用事業所数が
増加した。



業種別木質バイオマスエネルギー利用事業所数の推移
都道府県別 平成27年（2015年）～平成29年（2017年）

31. 利用事業所に関する項目 （一社）日本木質バイオマスエネルギー協会

• 都道府県別に見ると、利用事業者が増加したのが23都道府県、減少したのが8県、
前年度と変化なしが16府県であった。



木質バイオマス利用量の推移
全国 平成27年（2015年）～平成29年（2017年）

42.木質バイオマス利用に関する項目 （一社）日本木質バイオマスエネルギー協会

木材チップ
（絶乾）

木質ペレット 薪 木粉（おが粉）
左記以外のバイオ

マス

平成27年（2015） 6,903,327 159,771 51,311 366,695 400,620
平成28年（2016） 7,734,236 214,235 49,972 322,833 559,496
平成29年（2017） 8,726,491 375,383 63,727 406,150 955,267

前年比（％） 13% 75% 28% 26% 71%

• 由来別に木材チップ利用量を前年と比較すると、木材チップ、木質ペレット、薪、木粉、
その他のバイオマスいずれにおいても２桁以上の伸びとなった。



木質バイオマスのうち、木材チップ利用量の推移
地方別 平成27年（2015年）～平成29年（2017年）

52.木質バイオマス利用に関する項目 （一社）日本木質バイオマスエネルギー協会

北海道 東北 関東甲信 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州 沖縄

平成27年（2015） 384,183  1,083,506  1,611,870  436,558  1,335,957  268,425  792,868  414,069  575,891  0 
平成28年（2016） 456,692  1,315,569  1,581,317  524,651  1,256,340  408,846  755,282  443,783  991,756  0 

平成29年（2017） 552,992 1,448,786 1,716,498 617,327 1,431,075 448,604 870,925 478,429 1,161,855 0

前年比（％） 21% 10% 9% 18% 14% 10% 15% 8% 17% 0％

• 木材チップの利用量を地域別に前年と比較すると、沖縄県以外の地域で増加と
なった。特に2桁以上の伸びが７地域と大幅に伸びている。



木質バイオマスのうち、木材チップ利用量の推移
都道府県別 平成27年（2015年）～平成29年（2017年）

62.木質バイオマス利用に関する項目 （一社）日本木質バイオマスエネルギー協会

• 木材チップの利用量を都道府県別に前年と比較すると、利用量が増加したのが37
道府県、減少したのが9府県、前年度と変化なしが1都であった。



木質バイオマスのうち、木材チップの由来別利用量の推移
全国 平成27年（2015年）～平成29年（2017年）

72.木質バイオマス利用に関する項目 （一社）日本木質バイオマスエネルギー協会

間伐材・林地残
材等

製材等端材 建設資材廃棄物 輸入チップ
輸入丸太と用い
て国内製造

左記以外の木材
（剪定枝等）

平成27年（2015） 1,167,820 1,428,193 4,196,929 0 0 110,385
平成28年（2016） 1,917,839 1,649,070 3,980,407 8,832 6,215 171,873
平成29年（2017） 2,634,592 1,500,518 4,126,236 134,169 5,000 325,976

前年比（％） 37% ▲9% 4% 1,419% ▲20% 90%

• 木材チップの利用量を由来別に前年と比較すると、「製材等端材」、および「輸入丸
太を用いて国内製造」以外は全て増加している。間伐材林地残材等は37％増と大き
く伸びている。これまで利用が少なかった輸入チップも大きく伸びている。



木質バイオマスのうち、木材チップの由来別利用量の推移
地方別 平成27年（2015年）～平成29年（2017年）

82.木質バイオマス利用に関する項目 （一社）日本木質バイオマスエネルギー協会

• 木材チップの利用量を由来別・地域別に比較すると、間伐材は全ての地域で増加、
製材等残材は3地域で増加、建設廃材は4地域で増加となった。



木質ペレットの由来別利用量の推移（平成29年より新設項目）
地方別 平成29年（2017年）

92.木質バイオマス利用に関する項目 （一社）日本木質バイオマスエネルギー協会

• 木質ペレットの由来別利用量を地域別に見ると、東北地方に輸入ペレットが多く入っ
ているのが特徴的となっている。



種類別発電機数の推移
地方別 平成27年（2015年）～平成29年（2017年）

103.発電機に関する項目 （一社）日本木質バイオマスエネルギー協会

その他

ガス化

オーガニックランキンサイクル（ORC）

蒸気タービン

• 種類別発電機数を前年と比較すると、近畿、四国以外の地域で増加している。全国での
伸び率は10％であった。



種類別ボイラー数の推移
地方別 平成27年（2015年）～平成29年（2017年）

114.ボイラーに関する項目 （一社）日本木質バイオマスエネルギー協会

• 種類別ボイラー数を前年と比較すると、東北、北陸、近畿以外の地域で増加している。全
国での伸び率は2％であった。


